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研究要旨：網膜色素変性の自然経過の解明を目的に、疾患レジストリの構築などの疫学

的研究を行う。 

 

A. 研究目的 

 網膜色素変性は、遺伝子変異が原因で網膜の視細胞及び色素上皮細胞が広範に変性す

る疾患である。初期には、夜盲と視野狭窄を自覚する。徐々に進行し、老年に至って社

会的失明（矯正視力約 0.1 以下）となる例も多いが、生涯良好な視力を保つ例もある。

進行に個人差が大きい。 

本疾患は難病に指定されているが、診断基準が古く、実際の臨床からの乖離がみられ

ているため、網膜色素変性の診断基準を改訂した。また網膜色素変性診療ガイドライン

を作成し、平成 28 年 12 月に日本眼科学会雑誌に掲載された。 

網膜色素変性の自然経過を長期に追い、予後推測の可能性を検討する。 

 

B. 方法 

 網膜色素変性の診療ガイドラインをもとに、長期自然経過を調査する際に必要な項目

を検討した。あわせて疾患レジストリ構築に当たっての問題点を検討した。 

 

C.結果 

 自然経過の調査に当たっては、将来的に予後推測が可能となるように、最低 5年間の

長期間継続が必要と考えられた。また重症度のばらつきや疾患サブタイプの分類につい
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ても考慮が必要である。長期的に安定した調査が可能となる疾患レジストリの構築が不

可欠であり、その際には難病データベースとの連携や遺伝子検査を中心とする他の研究

との連携、参加施設の選定が重要となる。 

 

D.考案 

 疾患レジストリの構築により全国規模での自然経過の調査が可能となり、治療法開発

に向けた臨床研究や予後予測に有用な臨床情報の収集が可能になると思われる。 

 

E．結論 

 疾患レジストリの構築による自然経過の研究は、網膜色素変性患者の福祉の向上に寄

与する。 

 

F．健康危険情報 

 なし 

 

G．研究発表 

１．論文発表 

 なし 
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